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「JENESYS2018」中国青年代表団（招へいプログラム） 

（対象国：中国、テーマ：公務員、農村青年幹部） 

 

１．プログラム概要 

中国日本友好協会が派遣した中国青年代表団計 60 名が、11 月 12日から 11 月 16 日までの

４泊５日の日程で来日しました（団長：関湧（カン・ユウ）中国日本友好協会 理事）。    

一行は公務員（グループ１）と農村青年幹部（グループ２）の２つのグループに分かれ、東京・

長崎を訪問し、行政・農業に関する自治体・企業・関連施設などへの訪問及び関係者との交流

を通じて、専門分野への理解と日本の青年や市民との親睦を深めました。また長崎の歴史・自

然・文化等の見学、温泉旅館宿泊体験などを通じて、日本の魅力を体感しました。一行は各々

の関心事項や体験について SNSを通じて対外発信を行いました。また、帰国前の報告会では、

訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラン（活動計画）について、グループの代表者が

発表しました。 

 

【訪問地】 東京都、長崎県 

 

２．日程  

11 月 12日（月） 

羽田空港から入国、【見学】皇居・二重橋、来日時オリエンテーション、歓迎会 

 

11 月 13日（火）～ 11 月 15日（木）  

２グループに分かれて長崎県を訪問、地方プログラム終了後、11月 15日に東京へ移動 

 

（１）グループ１（公務員）：長崎県 

 【講義聴講】長崎県産業労働部（長崎県の産業に関するブリーフ） 

 【視察・意見交換】協和機電工業株式会社 （水処理機械等の設計・製作） 

 【文化体験】温泉旅館宿泊 

 【見学】三菱重工業株式会社長崎造船所史料館、雲仙岳災害記念館がまだすドーム、 

グラバー園 

 

（２）グループ２（農村青年幹部）：長崎県 

 【講義聴講】長崎県農林部（長崎県の農業振興政策に関するブリーフ） 

 【視察・意見交換】農場視察（諫早市 飯盛有喜地区・諫早湾中央干拓地区） 

南島原市 廣瀬農園（みかん収穫体験） 

 【文化体験】温泉旅館宿泊  

 【見学】出島、グラバー園 

 

11 月 15日（木） 

歓送報告会（訪日成果・帰国後の活動計画発表） 

 

11 月 16日（金） 

羽田空港より出国 
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３.プログラム記録写真 

共通 （訪問地：東京都、長崎県） 

  

11 月 12 日 【見学】皇居・二重橋 

11 月 12 日 歓迎会 井川原賢 外務省アジア 

大洋州局中国・モンゴル第一課 地域調整官に 

よる挨拶 

  

11月 13日 【見学】グラバー園 
11月 15日 歓送報告会 団員による感想・ 

アクションプラン発表 

 

グループ１（公務員） （訪問地：長崎県） 

  

11月 13日 【見学】三菱重工業株式会社    

長崎造船所史料館 
11月 14日 【講義聴講】長崎県産業労働部 
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11月 14日 【視察・意見交換】協和機電工業 

株式会社 

11月 15日 【見学】雲仙岳災害記念館 

がまだすドーム 

 

 

グループ２（農村青年幹部） （訪問地：長崎県） 

  

11月 14日 【講義聴講】長崎県農林部 
11月 14日 【視察・意見交換】農場視察 

（諫早市飯盛有喜地区） 

  

11月 14日 【視察・意見交換】農場視察 

（諫早湾中央干拓地区） 

11月 15日 【視察・意見交換】みかん収穫体験 

（南島原市廣瀬農園） 
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４．参加者の感想（抜粋） 

グループ１（公務員） （訪問地：東京都、長崎県） 

◆今回の視察は、私にとって日本、そして日本の文化や発展の程度をさらによく知る機会に   

なった。中国と比較して、日本の下記の点は参考になると思った。 

 １．緻密な管理：製造業で比較すると、中国は日本と同じイノベーション力を備えている。   

造船業を例に挙げると、今や中国と日本は世界の造船業界において強力な競争相手だ。しかし、

日本と比べ、中国の製造業の企業はコスト削減のほうにより力を入れており、製品の耐用年数と

いった付加価値への関心の程度は日本企業に及ばない。また、協和機電工業株式会社を視察し、

同社が行う生産過程の安全管理と品質管理の緻密さが深く印象に残った。生産と販売規模で見る

と、同社は大企業とは言えない。しかし、あの規模の企業が管理に費やしている時間としては、中

国の同程度、あるいはもっと大きな企業でも比べものにならないほど長いものだった。 

 ２．ルールの遵守：日本では、至るところでルール遵守の意識を感じた。礼儀正しく相手に   

敬意を示すこともルール、ごみを持ち帰ることもルール、工場では部品をきちんと並べることも

ルール。暮らしや生産工程の至るところに、見えるルールや見えないルールが隠されている。人々

はルールを守って行動し、同時に、ルールを破った人を軽蔑する。そうやって、社会の調和の   

とれた発展と信用システムを形づくっているのだ。これが日本製品の品質とそのブランド力が  

信頼されている理由の一つである。 

 

◆日本の文化は深く日本人の心に根ざしたものであり、日本におけるプロフェッショナルという

のは、内面から滲み出るものだ。日本人の自分たちの文化に対するアイデンティティー、企業お

よび個人のソフトパワーに対する評価が印象に残った。日本人がどんな心構えで仕事や学びに臨

んでいるのか、また、洗練され、丹念で、究極のものを自然と追い求めているのか。そういった姿

勢も印象に残った。今回の旅は無駄ではなかった。とても収穫の多いものだった。  

 気をつけて見ていると、ごみの分類と回収方法がはっきり決まっていることがわかるし、どの

交差点を見ても歩行者優先の表示があり、車の停止線と横断歩道に適当な距離が取られているこ

とがわかる。浴室の鏡には曇り止めが施されている。空港で搭乗する際には 22列目以降の旅客を

先に案内する。タバコの自動販売機の前では長い時間立ちすくむことになる。18歳未満はタバコ

を買えないというルールが、専用カードで商品を購入して取り出す最後の段階にまで浸透してい

るからだ。また、ガソリンスタンドのスタッフは、給油しながら車をきれいに拭いてくれる…な

ど、そう、注意を払っていれば、このような発見がたくさんあるのだ。毎回その場所を離れると

き、従業員たちは手を振って見送ってくれる。行くところすべてで、お辞儀して出迎えてくれる。

日本人が、こうした数々のことを、細かいところまで手を抜かず、質を保って行えるのは、相手へ

の尊敬や儀礼的な気持ちからだけではないと思った。内面の信仰から発せられるものだと思う。

和と敬意を持って、真っ白かつ静かな心で人と接する。勤勉、倹約、専門性、十分な時間をもって

国に貢献する。こうした日本の印象は、きっと私の脳裏に一生焼き付き、自分自身が本業で足場

を築き、昼夜業務に励み、向上を目指して努力していく上で、役に立つと思う。今回の日本の旅に

感謝する。両国の国民の世代にわたる友好と、ともに成長していけることを心から願っている。 

 

◆日本に来たのは２回目だ。１度目は家族と一緒に旅行した。その時は、日本は清潔で、日本人は

優しく、何をするにも緻密で細やかだということが、良い想い出として深く印象に残っている。

今回は中国青年代表団の一員として再び日本を訪れることができ、とても光栄に思う。日本への
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理解がさらに深まり、多くのことを学べた。 

 まず、日本人は何をするにも細やかだ。これは、団員一人一人に配られる日程表やスケジュー

ルの手配、各種資料の内容からも見て取れる。今後、仕事でスケジュールなどを組むことがあれ

ば、彼らのやり方を参考にしたいと思う。 

 次に、日本人は社会に対する責任感が強いと感じた。三菱重工業株式会社長崎造船所史料館の

展示、とりわけ事故報告についての展示からもそれを感じた。協和機電工業株式会社では、いか

なる場所でも安全を第一に考え、「誠実」という標語を掲げていた。また、雲仙岳災害記念館の自

然災害と向き合う姿勢、長崎県産業労働部の未来の産業に対する懸念と対策などからも、日本人

の責任感の強さを感じた。自分に対して、他人に対して、社会に対して、自然に対して、責任を持

つ。時には、環境保護が人類にもたらす影響にまで責任を持っている。 

 最後に、日本人の文化と礼儀正しさが印象に残っている。どこへ行っても笑顔と挨拶で迎えて

くれるので、我が家に帰ったような気持ちになった。 

 今回の旅は収穫が多かった。中日の文化には違いがあるが、共通している部分も多い。我々は、

どちらも相手の気持ちを重視し、伝統文化に従い、善良で愛のある民族だ。今後も中日友好交流

のためになる試みを行っていきたい。中日の国民の世代を越えた友好が続くことを願っている。 

 

◆時が経つのは早く、楽しい５日間の旅も終わりを迎えようとしている。もっとたくさんの日本

の街を見たいし、もっと日本の科学技術や経済など各方面での発展の状況について知りたいと思

うと、少し残念に感じる。もちろん、今回、私たちが経験した交流も、もっと時間がほしいと願う

ような縁だった。それらはすべて、日中友好会館など日本側の関連機関による心のこもったプロ

グラムや食事の手配、１日のスケジュールの管理、スタッフ一人一人の細やかな気配りのおかげ

だ。このような貴重な機会をくれた中日双方のすべてのスタッフに感謝している。５日間の日本

の旅を、深く記憶に刻みたい。 

 見るもの聞くもの、すべてが親しみやすく、同時に驚きでもあった。親しみやすさというのは、

我々中国人と同じような顔をした人々だということだ。そして驚きというのは、日本人の国民性

だ。国の文化というのは世代をわたって伝承されていくものであり、社会のルールやマナーもま

た、国民一人一人が守っていかなければならないものだ。この数日間で、自分に変化が起きたと

感じた。ごみは分別したか？ちゃんと列に並んだか？トレーに取った食べ物は食べきったか？人

と目が合ったら微笑んだか？私たちのために働いてくれた人に対して、お礼を言って頭を下げた

か…？環境は本当に人を変える。今挙げたことはすべて、私たち一人一人が自発的に、今すぐ行

動を起こせばできるものだったのだ。帰国して、まず実践することはこれだ。よりすばらしい自

分になることができたら、自分のまわりにも、もっとすばらしく、友好的で、礼節のある人々が生

まれるということだ。 

 成功するかどうかはディテールで決まる。この言葉は、日本にいるとよくわかる。日本は「道」

を重んじている。これもまた中日の文化に相通じるところである。物事の道理というのは極めて

シンプルなものである。すべてはゼロから、ディテールから始まる。至るところにはっきりと存

在する指示や説明、清潔な道路、環境資源の保護、循環型社会の発展の理念…すべてが日本政府

の管理が効率が高く、実践的で役に立つことを表している。これが私が今回の訪問で最も印象に

残ったことだ。 
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◆今回の訪問では、日本側が長崎県産業労働部との交流と協和機電工業株式会社の視察を手配し

てくれた。長崎県産業労働部を訪ねた時は、中国との具体的な違いを明確には感じなかった。政

策や産業のプロセス、実施・監督・評価などの方法に関して県庁での紹介や交流の中では触れら

れておらず、機関の設立・人事などについては広い範囲での比較可能性が欠けていたので、日本

政府の施政についてはあまり驚きがなかった。 

 協和機電工業株式会社は力のある日本的特色を持った企業で、視察では多くの感銘を受けた。

中国は改革開放後、日本との交流が密になり、多くの経験を学んできた。日本から多くを学び、今

では一部の優秀な中国企業の管理レベルは、日本企業の水準まで近づいている。しかし、日本企

業と同じように、企業文化と社員の育成を一貫した道理のもとで行い、100年続く活力に溢れた世

界的企業に成長するには、中国企業が進む道のりはまだまだ長い。 

 日本の都市管理が今回の旅で最も印象に残った。日本の都市の全体的な印象としては、清潔で

整然としているが、高層ビルは多くなく、道路も広くない。しかし、崩れ落ちた建物やごみごみし

た場所は見当たらず、騒々しさや交通渋滞といった中国の都市では日常的に見られる問題が存在

しない。公共の施設は人に優しい設計で、市民へのサービス精神がよく表れている。最も感動し

たのは、日本の都市管理に市民全員が参加しているということだ。市民が、自分たちが街の主人

だという自覚を持ち、自主的に地方政府が定める規定を守っている。都市の管理者と被管理者の

間に、まるで暗黙の了解があるかのように、同じ目標のもとで行動している。中国の都市では管

理者と被管理者の間に対立構造があることと比較すると、明らかな違いがある。対立構造は確実

に管理コストを引き上げ、都市管理の負担を増大させる。 

 

グループ２（農村青年幹部） （訪問地：東京都、長崎県） 

◆今回の訪問は５日間という短い日程だったが、収穫は多かった。日本の風土と民情、経済の発

展状況、農村振興戦略、伝統文化について、深く理解することができた。同時に、雲南省の農村青

年幹部との交流を通して、貧困支援や末端組織の任期満了に伴う選挙などについてより全面的な

理解を得ることができた。 

 １．何事も細部まで考え、匠の精神を持つということ。この点については、真剣に日本側のスタ

ッフから学ぼうと思った。特に資料の作成についてだ。非常に念入りに作られている。読者の視

点から、相手が何を知りたいのかを考え、注意点を一つずつ明示していた。普段の仕事にも、資料

づくりと同じ気持ちで、辛抱強く丁寧に向き合っていきたいと思った。村の人々と丁寧に接する

だけではなく、農村青年幹部として、仕事のやり方に注意を払い、よりきめ細やかなサービスで

人々の困難や要望を解決していきたいと思う。 

 ２．心のこもったもてなしと、サービス精神。滞在中に最も感動したことは、日本側のサービス

だった。スタッフ、運転手、ホテルの従業員など、皆が熱心に私たちをサポートしてくれた。たと

え言葉が通じなくても、笑顔での対応が温かい気持ちにしてくれた。笑顔は最良のサービスだ。

今後仕事をしていく上で、現場組織で働く者として、思いやりや温かさをもって人々に接して交

流を深め、相手の状況や要望を考慮し、真剣に考え、どんな仕事も全うしていきたいと思った。 

 ３．協力を深め、チームとしての意識づくりをすること。長崎県の農業の発展について学ぶ中

で、地元農業の振興においては、各民間団体が大きな役割を担っていることがわかった。今後仕

事をしていく中で、同じ部門で働く人々との協力に注意を払いたい。他の市町村の農村青年幹部

たちと交流や協力を行い、チームにおける自分の立ち位置を見つけ、チームでの利益を最大化す

るために自分の強みを発揮して、貢献していきたいと思う。 
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◆今回の訪日の旅で、隣国である日本の街の美しさ、文化風習、近代化建設など各方面の状況を

間近に見て、知ることができた。短い期間だったが、日本側は入念にスケジュールとプログラム

を組んでくれた。細かいところまでよく考えられ、活動と活動の間の動きもあらかじめ準備され

ており、混乱したり混雑する場面はなく、非常に感心した。例えば、ホテルのチェックインや飛行

機の搭乗の際、中国では複雑な身分照会とルームカードや搭乗券の受け取り作業をすることにな

るが、日本側スタッフは事前に準備を済ませ、速やかに配布してくれた。こうしたワンストップ

式のサービスは、中国に最も欠けているところである。 

 長崎県農林部のブリーフでは、主催者側は事前にパワーポイントで作成した詳細な資料やデー

タ、一目でわかる図表を用意してくれていた。長崎県庁は一般の人も出入りが自由だと聞き、密

かに尊敬の念を覚えた。中国の政府機関は、もっとしっかり一般市民との関係づくりを行う必要

がある。農場の視察では、土地資源を極めて効果的に利用していることに気づいた。山の上を開

拓し、海をふさぎ、荒れ地を再生させる。それらはすべて、同県の綿密な農業への取り組みによる

もので、簡単な仕事ではない。匠の精神というのは、農業従事者が真剣に取り組んでこそ発揮さ

れるものだ。環境に優しい農作物は、量産化、集約化されたシステムで生産されて初めて市場で

受け入れられ、農業の振興につながる。農村の振興には、知恵と、努力と、イノベーションが必要

なのだ。 

 

◆日本での数日間で見聞きしたことを皆に伝えたいと思う。家族や友人に写真を見せて、日本の

マナーや食文化を紹介したい。また、おみやげを懐柔区のその他の村の農村青年幹部に贈りたい

と思う。もしできるなら、パワーポイントで資料を作成し、農村青年幹部の事務所が開くプレゼ

ンテーションの機会を利用して、今回の旅のすばらしい瞬間を皆に紹介したいと思う。また、積

極的に雑誌「懐柔の農村青年幹部」に寄稿したり、懐柔の農村青年幹部事務所に写真を提供した

りするつもりだ。日本の農業や林業の発展に関する論文を調べ、優れた農林業の方法をもっと学

びたい。また、日本のアニメやマンガ、グルメも引き続き愛していくので、これらについても、家

族や友人たちとたくさん交流したいと思う。 

 

◆１．政府の形態とサービスにおける違い。長崎県農林部の入っている建物は開放的で、中国の

庭園式や半開放式の形とは異なっていた。長崎県庁の開放的なビルは、住民が普段から問い合わ

せやサービスを利用するのに非常に便利だ。この点は、半開放式の中国の機関と比べ、市民にサ

ービスするという行政の姿勢をよく示している。中国の半開放的な建築も中国の国情に基づいた

もので、現時点の発展状況には適していると思うが、この点は日本を参考にしたい。 

 ２．長崎県の環境保全型農業は参考にする価値がある。飯盛有喜地区のニンジンやジャガイモ

の栽培地の規模と栽培モデルは応用して参考にできると思う。中国の伝統的な農業は、世帯生産

請負責任制を中心にしており、農家が自由に売り方を決定している。しかし、この方法は農産物

のブランド化には不利である。現地の農業の状況に合わせて、普及促進について研究して土地を

整理すべきであり、一定規模の農産物のブランド化は、農家を巻き込んだ上で進めるべきだ。 

 ３．清潔な環境。東京の空港、市街地や公園、長崎市や長崎県の田畑に至るまで、すべてに共通

していたのは「きれい」だということだ。道路、建物、自動車、ドアや窓ガラスなど、触れてもホ

コリひとつついてこない。日本の気候も関係しているが、それ以上に市民が環境の美化に協力し

ていることが大きく関係しており、とても感心した。１日だけ「きれい」を保つのはたやすいが、
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毎日その状態が保たれているのは、日本人の自主性や日本政府の指導と密に関わっているのだと、

感銘を受けた。 

 ４．日本人の国民性と、人に対して御礼を忘れない習慣は、人々の幸福度を増大している。滞在

中に出会った日本人は、ホテルの従業員であれ、公園で遊ぶ人や商店の従業員であれ、みな「あり

がとう」「すみません」と口にする。この感謝の文化は、人に恩を感じる心を日本人に抱かせる。

幸福指数も高くなる。日本人の言動からは、今の暮らしへの満足が見て取れる。自分を助けてく

れた人や、見知らぬ他人に対しても感謝する様子からは、日本人が人生を大事にしていることが

伝わってくる。 

 

◆日本での数日間で、感じたことや学んだことがたくさんあった。これから、日本に来てわかっ

たことを紹介したい。 

 第一に、日本人はとても親切だ。我々の招聘団体は、至れり尽くせりのお世話をしてくれた。一

人一人がとても礼儀正しい。一番驚いたのは、飛行機が出発するときと着陸して旅客が降りると

き、地上作業員が一人一人お辞儀してくれたことだ。これにはとても感心した。 

 第二に、風景が美しい。日々新しい期待と、新鮮な感覚を与えてもらった。特に長崎の景色は本

当に美しかった。日本では田畑自体が風光明媚な観光スポットになっている。食文化も特色があ

り、とても繊細だ。 

 第三に、都市部も田舎も清潔だ。日本を旅する間に、ごみが放置されているところを一度も見

ることがなかった。また、汚れた車も見かけなかった。工事現場の車でさえ、洗浄されてから出て

くるので清潔だった。日本では指定された場所以外で喫煙できない。パブリックスペースでは禁

止だ。ごみの廃棄は分別して行わねばならない。こうした細かなところから、日本人の全体的な

素養の高さが見て取れる。 

 まだまだたくさんの感想があるが、ここで一つ一つは紹介しない。とにかく、日本は美しく神

秘的なところだった。大都市の喧噪と田舎の静けさ、発達した科学技術と伝統文化を持っている。

もし機会があれば、もう一度訪れたいと願っている。 
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５．受入れ側の感想 

◆自治体関係者 

○ 本県に訪問団を派遣いただき感謝申し上げます。参加された方は皆さん非常に熱心で、受け入

れる側としても大変やりがいがあったと感じております。質疑では日本人にはない視点で発言い

ただくこともあり、こちらも大変勉強になりました。                                

 

○ 皆さん熱心で質疑時間が足りないように感じた。もう少しテーマを分けて少人数のグループに

するとより深い質疑ができるのではないか。                                         

 

○ ・視察者は、大変熱心で礼儀正しく、大変好感がもてました。                                            

・古くから中国との縁が深い本県を視察先に選んで頂き大変光栄でした。                                            

・写真撮影の可否を確認なさる等、社会的マナーもしっかりとされているとの印象を受けました。 

 ・事前に、具体的質問（例えば、「日本では家畜糞尿処理をどのようにおこなっているか？」   

など）や 視察者側の概要（中国の農業の概要 または、各省の農業の概要や担当される地域の

農業概要）などを詳しく教えていただければ、よりフォーカスした説明ができたかと思います。 

 

◆企業関係者 

○ 来社いただき、ありがとうございました。弊社による会社紹介から工場見学等、最後まで興味

を持って聞いていただき、多くのご質問をいただけましたこと、感謝しております。 

また、品質管理やその他改善活動等に対するご興味が深かったかと思いますが、弊社の取り  

組みに対して、ご評価をいただけたこと、今後の励みにもなりました。              

このような経験を通じて双方の理解が深まり、将来、どこかで一緒にお仕事をさせていただく  

ような機会ができるのではないかと期待をしております。 
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６．参加者の対外発信 

 

 

日本理解についての発信 

空から日本を見下ろして初めて感じたことは、都市化

レベルが高く、都市群が一体となって発展していると

いうことである。東京の街の環境は整然としていて美

しく、従業員のサービス意識は高く、職種ごとに異な

った制服を着用して仕事をしている。現代的な都市に

は色濃い商業とハイテクノロジーの息吹がある。消費

水準は高く、地下鉄に乗ると一駅 12 人民元（約 195

円）近くかかる。初めて触れる新鮮さに満ち溢れてい

た。訪日の旅は明日も続く。 

訪日への抱負についての発信 

中日平和友好条約締結 40 周年に際し、中国青年代表

の一員としてこの度の外国訪問活動に参加できるこ

とを光栄に思う。日本を知る機会を与えてくれた日本

外務省に感謝するとともに、中日の平和友好協力、発

展のために尽力し貢献してくれている中国日本友好

協会、日中友好会館にも感謝する。 
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日本の歴史・文化についての発信 

美しい出島を見学。ここは 1636年に長崎の 25人の財

力のある名士が出資して築造された。外国人居留地と

して用いられ、日本建築でありながら西洋の風格があ

り、日本の開放的な文化を感じるいい場所だ。 

 

日本社会・文化についての発信 

日本は、ちょっとしたことであっても学ぶに値する

ことが多い。 

1.エレベータのボタンは、上と下に 2組並べている

ので、車いすに乗っている人や子供がボタンを押し

やすい。 

2.ごみの分別にとても気を使い、基準が統一されて

おり、資源を有効活用し利用できる。 

3.トイレに「流水音」のボタンが設置されているの

で、恥ずかしい音を聞かれにくくするのに役立つ。 

4.消毒液で便座を拭き、細菌が広がることを防ぐ。 

5.歩行時、地面に左右を確認するかわいらしい標識

があり、人々に注意を促している。 

6.路面電車が多いため、排気ガスを大幅に削減。 

7.歩道は「歩行者優先」で、歩行者と自転車の秩序

が保たれている。 

8.国内フライトのチェックインをするときに二次元

バーコードをスキャンすると、裏面の対応する位置

に小さな飛行機マークが現れるため、裏返して読み

取り部分に合わせやすい。まだたくさんあるが、少

しずつ学んで理解していく。 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

グループ１（公務員） 

（訪問地：東京都、長崎県） 

グループ２（農村青年幹部） 

（訪問地：東京都、長崎県） 

  

・職場で上司に報告し、同僚と一緒に今回の訪日で 

感じたことを話し合う。 

・家族・親戚・友人と一緒に話し合って、日本からの

お土産を贈る。 

・Wechatなどインターネット（SNS）の手段を通じて、

自分で感じたことを発信して他の人と分かち合う。 

・自分の行動をもって匠の精神を実践する。たとえば、

ごみの分類・収集など。周りの人と一緒に目標を目指

してがんばること。 

・積極的に日本に関するボランティア活動等に参加 

する。 

・いろいろな手段を通じて日本の文化を研究し、日本

をよく理解することを目指してがんばる。 

・農業振興、たとえば直売所による農業作業者の所得

向上策など、日本で学んだすばらしいアイデアを着実

に実践したい。実践しないと真意が得られない。 

・帰国後は個々の農村の実情に合わせ、そのすばらし

いアイデアを活用し、農村と農業を発展・推進させる

ように努力したい。 

 

    


